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(57)【要約】
　マルチチャンネルオーディオシステムであって、第１
の複数のチャンネルの第１のスペクトル帯域を結合して
第１の低音オーディオ信号ストリームを提供する第１の
結合回路部と、第２の複数のチャンネルの第１のスペク
トル帯域を結合して第２の低音オーディオ信号ストリー
ムを提供する第２の結合回路部と、第１の複数のチャン
ネル及び第２の複数のチャンネルの第２のスペクトル帯
域を結合して第３の低音オーディオ信号ストリームを提
供する第３の結合回路部であって、第２のスペクトル帯
域は、第１のスペクトル帯域よりも低い周波数を含む、
第３の結合回路部とを備える、マルチチャンネルオーデ
ィオシステム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力チャンネルを有するオーディオシステムにおいて、オーディオ信号を処理す
る方法であって、
　第１のスペクトル帯域の周波数を含む第１の低音オーディオ信号ストリームを提供する
、前記複数のチャンネルの第１のグループの第１の結合処理と、
　前記第１のスペクトル帯域の周波数を含む第２の低音オーディオ信号ストリームを提供
する、前記複数のチャンネルの第２のグループの第２の結合処理と、
　第２のスペクトル帯域の周波数を含む第３の低音オーディオ信号ストリームを提供する
、前記複数のチャンネルの第３の結合処理であって、前記第２のスペクトル帯域は、前記
第１のスペクトル帯域よりも低い周波数を含む、第３の結合処理と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の結合処理は、前方チャンネルを結合することを含み、前記第２の結合処理は
、後方チャンネルを結合することを含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方
法。
【請求項３】
　前記第１の結合処理は、左半球チャンネルを結合することを含み、前記第２の結合処理
は、右半球チャンネルを結合することを含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理す
る方法。
【請求項４】
　前記第１の結合処理は、マルチチャンネルオーディオシステムの第１の隣接する指向性
チャンネルを結合することを含み、前記第２の結合処理は、前記マルチチャンネルオーデ
ィオシステムの第２の隣接するチャンネルを結合することを含む、請求項１に記載のオー
ディオ信号を処理する方法。
【請求項５】
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のフルレンジラウドスピーカへ送信し
て、前記第１の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換すること
、及び
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームを第２のフルレンジラウドスピーカへ送信し
て、前記第２の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換すること
、
をさらに含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項６】
　前記第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファラウドスピーカ又はサブウーファ
ラウドスピーカへ送信して、前記第３の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エ
ネルギーへ変換することをさらに含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法
。
【請求項７】
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームと前記第３の低音オーディオ信号ストリーム
とを結合して、結合された低音オーディオ信号ストリームを提供することをさらに含む、
請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項８】
　前記結合されたオーディオ信号ストリームを第１のフルレンジラウドスピーカへ送信し
て、音響エネルギーへ変換することをさらに含む、請求項７に記載のオーディオ信号を処
理する方法。
【請求項９】
　前記結合されたオーディオ信号をウーファラウドスピーカ又はサブウーファラウドスピ
ーカへ送信して、音響エネルギーへ変換することをさらに含む、請求項７に記載のオーデ
ィオ信号を処理する方法。
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【請求項１０】
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームの第１のラウドスピーカへの第１の送信と、
前記第２の低音オーディオ信号ストリームの第２のラウドスピーカへの第２の送信と、前
記第３の低音オーディオ信号ストリームの第３のラウドスピーカへの第３の送信とをさら
に含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１１】
　前記第１の低音オーディオストリームと前記第２の低音オーディオ信号ストリームと前
記第３の低音オーディオ信号ストリームとを結合して、結合された低音オーディオ信号ス
トリームを提供すること、及び前記結合された低音オーディオ信号ストリームを前記第３
のラウドスピーカに送信して、前記結合された低音オーディオ信号ストリームに対応する
音響エネルギーに変換することをさらに含む、請求項１０に記載のオーディオ信号を処理
する方法。
【請求項１２】
　前記結合は、前記第１のオーディオ信号ストリーム及び前記第３の低音信号ストリーム
をスケーリングすることを含む、請求項１１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１３】
　前記第１の結合処理は、前記複数のチャンネルの前記第１のグループを結合して、第１
の結合された信号を生成すること、及び該結合された信号を帯域通過フィルタでフィルタ
リングすることを含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１４】
　前記フィルタリングは、前記第１の結合されたオーディオ信号を、３００Ｈｚ未満の上
側折点周波数を有する帯域通過フィルタでフィルタリングすることを含む、請求項１３に
記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１５】
　前記第３の結合処理は、前記複数のチャンネルを結合することであって、それによって
、結合された信号を生成すること、及び該結合された信号を、約８０Ｈｚよりも大きな周
波数を減衰させるフィルタでフィルタリングすることを含む、請求項１に記載のオーディ
オ信号を処理する方法。
【請求項１６】
　前記フィルタリングは、低域通過フィルタでフィルタリングすることを含む、請求項１
５に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１７】
　前記フィルタリングは、帯域通過フィルタでフィルタリングすることを含む、請求項１
５に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１８】
　第１の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、前記複数のチャンネルの前記第
１のグループにおける１つのチャンネルの第１のフィルタリングと、
　第２の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、前記複数のチャンネルの前記第
１のグループにおける別のチャンネルの第２のフィルタリングと、
　第３の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、前記複数のチャンネルの前記第
２のグループにおける１つのチャンネルの第３のフィルタリングと、
　第４の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、前記複数のチャンネルの前記第
２のグループにおける別のチャンネルの第４のフィルタリングと、
をさらに含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項１９】
　前記第１の高周波数オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換すること、
　前記第２の高周波数オーディオ信号ストリームを第２のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換すること、
　前記第３の高周波数オーディオ信号ストリームを第３のラウドスピーカへ送信して、音
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響エネルギーへ変換すること、
　前記第４の高周波数オーディオ信号ストリームを第４のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換すること、
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームを前記第１のラウドスピーカ及び前記第２の
ラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換すること、並びに
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームを前記第３のラウドスピーカ及び前記第４の
ラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換すること、
をさらに含む、請求項１８に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項２０】
　前記第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファオーディオラウドスピーカ又はサ
ブウーファオーディオラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換することをさら
に含む、請求項１９に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項２１】
　前記複数の入力チャンネルの少なくとも１つの前記フィルタリングは、前記入力チャン
ネル信号を高域通過フィルタでフィルタリングすることを含む、請求項１８に記載のオー
ディオ信号を処理する方法。
【請求項２２】
　前記結合処理は、
　前記複数の入力チャンネルをフィルタリングして、該複数のチャンネルのそれぞれにつ
いて高周波数スペクトル部、低周波数スペクトル部、及び極低周波数スペクトル部を提供
すること、
　前記複数のスペクトル部の第１のサブセットの前記低周波数部を結合して、第１の結合
された低周波数オーディオ信号ストリームを提供すること、
　前記複数のスペクトル部の第２のサブセットの前記低周波数部を結合して、第２の結合
された低周波数オーディオ信号ストリームを提供し、前記第１のサブセット及び前記第２
のサブセットは同一ではない、こと、及び
　前記複数の入力チャンネルの前記極低周波数部を結合して、極低周波数信号ストリーム
を提供すること、
を含む、請求項１に記載のオーディオ信号を処理する方法。
【請求項２３】
　マルチチャンネルオーディオシステムであって、
　第１の複数のチャンネルの第１のスペクトル帯域を結合して第１の低音オーディオ信号
ストリームを提供する第１の結合回路部と、
　第２の複数のチャンネルの前記第１のスペクトル帯域を結合して第２の低音オーディオ
信号ストリームを提供する第２の結合回路部と、
　前記第１の複数のチャンネル及び前記第２の複数のチャンネルの第２のスペクトル帯域
を結合して第３の低音オーディオ信号ストリームを提供する第３の結合回路部であって、
前記第２のスペクトル帯域は、前記第１のスペクトル帯域よりも低い周波数を含む、第３
の結合回路部と、
を備えるマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項２４】
　前記第１の結合回路部は、前方チャンネルを結合する構成要素を備え、前記第２の結合
回路部は、後方チャンネルを結合する構成要素を備える、請求項２３に記載のマルチチャ
ンネルオーディオシステム。
【請求項２５】
　前記第１の結合回路部は、左半球のチャンネルを結合する構成要素を備え、前記第２の
結合回路部は、右半球のチャンネルを結合する構成要素を備える、請求項２３に記載のマ
ルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項２６】
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のフルレンジラウドスピーカへ送信し
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て、前記第１の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換する、第
１の送信回路部と、
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームを第２のフルレンジラウドスピーカへ送信し
て、前記第２の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換する、第
２の送信回路部と、
をさらに備える、請求項２３に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項２７】
　前記第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファラウドスピーカ又はサブウーファ
ラウドスピーカへ送信して、前記第３の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エ
ネルギーへ変換する、第３の送信回路部をさらに備える、請求項２３に記載のマルチチャ
ンネルオーディオシステム。
【請求項２８】
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームと前記第３の低音オーディオ信号ストリーム
とを結合して、結合された低音オーディオ信号ストリームを提供する第４の結合回路部を
さらに備える、請求項２３に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項２９】
　前記結合されたオーディオ信号ストリームを第１のフルレンジラウドスピーカへ送信し
て、音響エネルギーへ変換する、第４の送信回路部をさらに備える、請求項２８に記載の
マルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３０】
　前記結合されたオーディオ信号をウーファラウドスピーカ又はサブウーファラウドスピ
ーカへ送信して、音響エネルギーへ変換する、第５の送信回路部をさらに備える、請求項
２８に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３１】
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカへ送信する第１の送
信回路部と、前記第２の低音オーディオ信号ストリームを第２のラウドスピーカへ送信す
る第２の送信回路部と、前記第３の低音オーディオ信号ストリームを第３のラウドスピー
カへ送信する第３の送信回路部とをさらに備える、請求項２３に記載のマルチチャンネル
オーディオシステム。
【請求項３２】
　前記第２のオーディオ信号ストリームを前記第３のラウドスピーカへ送信する送信回路
部、前記第１のオーディオ信号ストリームを前記低音オーディオ信号ストリームと結合し
て、結合されたオーディオ信号ストリームを提供する結合回路部、及び該結合されたオー
ディオ信号ストリームを前記第３のラウドスピーカへ送信することをさらに備える、請求
項３１に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３３】
　前記結合回路部は、前記第１のオーディオ信号ストリーム及び前記第３の低音信号スト
リームをスケーリングするスケーラを備える、請求項３２に記載のマルチチャンネルオー
ディオシステム。
【請求項３４】
　前記第１の結合回路部は、前記第１の複数のチャンネルを結合して第１の結合された信
号を生成すると共に、該結合された信号を帯域通過フィルタでフィルタリングする回路部
を備える、請求項２３に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３５】
　前記フィルタリング回路部は、３００Ｈｚ未満の上側折点周波数を有する帯域通過フィ
ルタを備える、請求項３４に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３６】
　前記第３の結合回路部は、前記複数のチャンネルを結合して結合された信号を生成する
と共に、前記第２の結合された信号を低域通過フィルタでフィルタリングする回路部を備
える、請求項２３に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
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【請求項３７】
　前記第１の複数のチャンネルの１つをフィルタリングして第１の高周波数オーディオ信
号ストリームを提供する第１の高域通過フィルタと、
　前記第１の複数のチャンネルの別のものをフィルタリングして第２の高周波数オーディ
オ信号ストリームを提供する第２の高域通過フィルタと、
　前記第２の複数のチャンネルの１つをフィルタリングして第３の高周波数オーディオ信
号ストリームを提供する第３の高域通過フィルタと、
　前記第２の複数のチャンネルの別のものをフィルタリングして第４の高周波数オーディ
オ信号ストリームを提供する第４の高域通過フィルタと、
をさらに備える、請求項２３に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３８】
　前記第１の高周波数オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換する、第１の送信回路部と、
　前記第２の高周波数オーディオ信号ストリームを第２のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換する、第２の送信回路部と、
　前記第３の高周波数オーディオ信号ストリームを第３のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換する、第３の送信回路部と、
　前記第４の高周波数オーディオ信号ストリームを第４のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換する、第４の送信回路部と、
　前記第１の低音オーディオ信号ストリームを前記第１のラウドスピーカ及び前記第２の
ラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換する、第５の送信回路部と、
　前記第２の低音オーディオ信号ストリームを前記第３のラウドスピーカ及び前記第４の
ラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換する、第６の送信回路部と、
をさらに備える、請求項３７に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。
【請求項３９】
　前記第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファオーディオラウドスピーカ又はサ
ブウーファオーディオラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換する、第７の送
信回路部をさらに備える、請求項３８に記載のマルチチャンネルオーディオシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチチャンネルオーディオシステムの低音部の管理に関する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　本発明の一態様、すなわち複数の入力チャンネルを有するオーディオシステムにおいて
、オーディオ信号を処理する方法は、第１のスペクトル帯域の周波数を含む第１の低音オ
ーディオ信号ストリームを提供する、複数のチャンネルの第１のグループの第１の結合処
理と、第１のスペクトル帯域の周波数を含む第２の低音オーディオ信号ストリームを提供
する、複数のチャンネルの第２のグループの第２の結合処理と、第２のスペクトル帯域の
周波数を含む第３の低音オーディオ信号ストリームを提供する、複数のチャンネルの第３
の結合処理であって、第２のスペクトル帯域は、第１のスペクトル帯域よりも低い周波数
を含む、第３の結合処理とを含む。
【０００３】
　第１の結合処理は、前方チャンネルを結合することを含むことができ、第２の結合処理
は、後方チャンネルを結合することを含むことができる。
　第１の結合処理は、左半球チャンネルを結合することを含むことができ、第２の結合処
理は、右半球チャンネルを結合することを含むことができる。
【０００４】
　第１の結合処理は、マルチチャンネルオーディオシステムの第１の隣接する指向性チャ
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ンネルを結合することを含むことができ、第２の結合処理は、マルチチャンネルオーディ
オシステムの第２の隣接するチャンネルを結合することを含むことができる。
【０００５】
　オーディオ信号を処理する方法は、第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のフル
レンジラウドスピーカへ送信して、第１の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響
エネルギーへ変換すること、及び第２の低音オーディオ信号ストリームを第２のフルレン
ジラウドスピーカへ送信して、第２の低音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネ
ルギーへ変換することも含むことができる。
【０００６】
　オーディオ信号を処理する方法は、第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファラ
ウドスピーカ又はサブウーファラウドスピーカへ送信して、第３の低音オーディオ信号ス
トリームに対応する音響エネルギーへ変換することをさらに含むことができる。
【０００７】
　オーディオ信号を処理する方法は、第２の低音オーディオ信号ストリームと第３の低音
オーディオ信号ストリームとを結合して、結合された低音オーディオ信号ストリームを提
供することをさらに含むことができる。
【０００８】
　オーディオ信号を処理する方法は、結合されたオーディオ信号ストリームを第１のフル
レンジラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換することをさらに含むことがで
きる。
【０００９】
　オーディオ信号を処理する方法は、結合されたオーディオ信号をウーファラウドスピー
カ又はサブウーファラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換することをさらに
含むことができる。
【００１０】
　オーディオ信号を処理する方法は、第１の低音オーディオ信号ストリームの第１のラウ
ドスピーカへの第１の送信と、第２の低音オーディオ信号ストリームの第２のラウドスピ
ーカへの第２の送信と、第３の低音オーディオ信号ストリームの第３のラウドスピーカへ
の第３の送信とをさらに含むことができる。
【００１１】
　オーディオ信号を処理する方法は、第１の低音オーディオストリームと第２の低音オー
ディオ信号ストリームと第３の低音オーディオ信号ストリームとを結合して、結合された
低音オーディオ信号ストリームを提供すること、及び結合された低音オーディオ信号スト
リームを第３のラウドスピーカに送信して、結合された低音オーディオ信号ストリームに
対応する音響エネルギーに変換することをさらに含むことができる。
【００１２】
　結合は、第１のオーディオ信号ストリーム及び第３の低音信号ストリームをスケーリン
グすることを含むことができる。
　第１の結合処理は、複数のチャンネルの第１のグループを結合して、第１の結合された
信号を生成すること、及び結合された信号を帯域通過フィルタでフィルタリングすること
を含むことができる。
【００１３】
　フィルタリングは、第１の結合されたオーディオ信号を、３００Ｈｚ未満の上側折点周
波数を有する帯域通過フィルタでフィルタリングすることを含むことができる。
　第３の結合処理は、複数のチャンネルを結合して、結合された信号を作成すること、及
び結合された信号を、約８０Ｈｚよりも大きな周波数を減衰させるフィルタでフィルタリ
ングすることを含むことができる。
【００１４】
　フィルタリングは、低域通過フィルタでフィルタリングすることを含むことができる。
　フィルタリングは、帯域通過フィルタでフィルタリングすることを含むことができる。
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　オーディオ信号を処理する方法は、第１の高周波数オーディオ信号ストリームを提供す
る、複数のチャンネルの第１のグループにおける１つのチャンネルの第１のフィルタリン
グと、第２の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、複数のチャンネルの第１の
グループにおける別のチャンネルの第２のフィルタリングと、第３の高周波数オーディオ
信号ストリームを提供する、複数のチャンネルの第２のグループにおける１つのチャンネ
ルの第３のフィルタリングと、第４の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する、複
数のチャンネルの第２のグループにおける別のチャンネルの第４のフィルタリングとをさ
らに含むことができる。
【００１５】
　方法は、第１の高周波数オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカへ送信して
、音響エネルギーへ変換すること、第２の高周波数オーディオ信号ストリームを第２のラ
ウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換すること、第３の高周波数オーディオ信
号ストリームを第３のラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換すること、第４
の高周波数オーディオ信号ストリームを第４のラウドスピーカへ送信して、音響エネルギ
ーへ変換すること、第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカ及び第
２のラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換すること、並びに第２の低音オー
ディオ信号ストリームを第３のラウドスピーカ及び第４のラウドスピーカへ送信して、音
響エネルギーへ変換することをさらに含むことができる。
【００１６】
　方法は、第３の低音オーディオ信号ストリームをウーファオーディオラウドスピーカ又
はサブウーファオーディオラウドスピーカへ送信して、音響エネルギーへ変換することを
さらに含むことができる。
【００１７】
　複数の入力チャンネルの少なくとも１つのフィルタリングは、入力チャンネル信号を高
域通過フィルタでフィルタリングすることを含むことができる。
　結合処理は、複数の入力チャンネルをフィルタリングして、複数のチャンネルのそれぞ
れについて高周波数スペクトル部、低周波数スペクトル部、及び極低周波数スペクトル部
を提供すること、複数のスペクトル部の第１のサブセットの低周波数部を結合して、第１
の結合された低周波数オーディオ信号ストリームを提供すること、複数のスペクトル部の
第２のサブセットの低周波数部を結合して、第２の結合された低周波数オーディオ信号ス
トリームを提供し、第１のサブセット及び第２のサブセットは同一ではない、こと、及び
複数の入力チャンネルの極低周波数部を結合して、極低周波数信号ストリームを提供する
ことを含むことができる。
【００１８】
　本発明の別の態様において、マルチチャンネルオーディオシステムは、第１の複数のチ
ャンネルの第１のスペクトル帯域を結合して第１の低音オーディオ信号ストリームを提供
する第１の結合回路部と、第２の複数のチャンネルの第１のスペクトル帯域を結合して第
２の低音オーディオ信号ストリームを提供する第２の結合回路部と、第１の複数のチャン
ネル及び第２の複数のチャンネルの第２のスペクトル帯域を結合して第３の低音オーディ
オ信号ストリームを提供する第３の結合回路部であって、第２のスペクトル帯域は、第１
のスペクトル帯域よりも低い周波数を含む、第３の結合回路部とを備えることができる。
【００１９】
　第１の結合回路部は、前方チャンネルを結合する構成要素を備えることができ、第２の
結合回路部は、後方チャンネルを結合する構成要素を備えることができる。
　第１の結合回路部は、左半球のチャンネルを結合する構成要素を備えることができ、第
２の結合回路部は、右半球のチャンネルを結合する構成要素を備えることができる。
【００２０】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第１の低音オーディオ信号ストリームを第１
のフルレンジラウドスピーカへ送信し、それによって、第１の低音オーディオ信号ストリ
ームに対応する音響エネルギーへ変換する、第１の送信回路部と、第２の低音オーディオ
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信号ストリームを第２のフルレンジラウドスピーカへ送信し、それによって、第２の低音
オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換する、第２の送信回路部とを
さらに備えることができる。
【００２１】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第３の低音オーディオ信号ストリームをウー
ファラウドスピーカ又はサブウーファラウドスピーカへ送信し、それによって、第３の低
音オーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーへ変換する、第３の送信回路部を
備えることができる。
【００２２】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第２の低音オーディオ信号ストリームと第３
の低音オーディオ信号ストリームとを結合して、結合された低音オーディオ信号ストリー
ムを提供する第４の結合回路部を備えることができる。
【００２３】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、結合されたオーディオ信号ストリームを第１
のフルレンジラウドスピーカへ送信し、それによって、音響エネルギーへ変換する、第４
の送信回路部を備えることができる。
【００２４】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、結合されたオーディオ信号をウーファラウド
スピーカ又はサブウーファラウドスピーカへ送信し、それによって、音響エネルギーへ変
換する、第５の送信回路部を備えることができる。
【００２５】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第１の低音オーディオ信号ストリームを第１
のラウドスピーカへ送信する第１の送信回路部と、第２の低音オーディオ信号ストリーム
を第２のラウドスピーカへ送信する第２の送信回路部と、第３の低音オーディオ信号スト
リームを第３のラウドスピーカへ送信する第３の送信回路部とを備えることができる。
【００２６】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第２のオーディオ信号ストリームを第３のラ
ウドスピーカへ送信する送信回路部、第１のオーディオ信号ストリームを低音オーディオ
信号ストリームと結合して、結合されたオーディオ信号ストリームを提供する結合回路部
、及び結合されたオーディオ信号ストリームを第３のラウドスピーカへ送信することを備
えることができる。
【００２７】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第１のオーディオ信号ストリーム及び第３の
低音信号ストリームをスケーリングするスケーラを備える回路部を含むことができる。
　第１の結合回路部は、第１の複数のチャンネルを結合して第１の結合された信号を生成
すると共に、結合された信号を帯域通過フィルタでフィルタリングする回路部を備えるこ
とができる。
【００２８】
　フィルタリング回路部は、３００Ｈｚ未満の上側折点周波数を有する帯域通過フィルタ
を備えることができる。
　第３の結合回路部は、複数のチャンネルを結合して結合された信号を生成すると共に、
第２の結合された信号を低域通過フィルタでフィルタリングする回路部を備えることがで
きる。
【００２９】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第１の複数のチャンネルの１つをフィルタリ
ングして第１の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する第１の高域通過フィルタと
、第１の複数のチャンネルの別のものをフィルタリングして第２の高周波数オーディオ信
号ストリームを提供する第２の高域通過フィルタと、第２の複数のチャンネルの１つをフ
ィルタリングして第３の高周波数オーディオ信号ストリームを提供する第３の高域通過フ
ィルタと、第２の複数のチャンネルの別のものをフィルタリングして第４の高周波数オー
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ディオ信号ストリームを提供する第４の高域通過フィルタとをさらに備えることができる
。
【００３０】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第１の高周波数オーディオ信号ストリームを
第１のラウドスピーカへ送信し、それによって、音響エネルギーへ変換する、第１の送信
回路部と、第２の高周波数オーディオ信号ストリームを第２のラウドスピーカへ送信し、
それによって、音響エネルギーへ変換する、第２の送信回路部と、第３の高周波数オーデ
ィオ信号ストリームを第３のラウドスピーカへ送信し、それによって、音響エネルギーへ
変換する、第３の送信回路部と、第４の高周波数オーディオ信号ストリームを第４のラウ
ドスピーカへ送信し、それによって、音響エネルギーへ変換する、第４の送信回路部と、
第１の低音オーディオ信号ストリームを第１のラウドスピーカ及び第２のラウドスピーカ
へ送信し、それによって、音響エネルギーへ変換する、第５の送信回路部と、第２の低音
オーディオ信号ストリームを第３のラウドスピーカ及び第４のラウドスピーカへ送信し、
それによって、音響エネルギーへ変換する、第６の送信回路部とをさらに備えることがで
きる。
【００３１】
　マルチチャンネルオーディオシステムは、第３の低音オーディオ信号ストリームをウー
ファオーディオラウドスピーカ又はサブウーファオーディオラウドスピーカへ送信し、そ
れによって、音響エネルギーへ変換する、第７の送信回路部をさらに備えることができる
。
【００３２】
　他の特徴は、以下の説明及び特許請求の範囲から明らかになるであろう。本明細書で説
明するオーディオシステムは、図面を参照することによって最も良く理解されるであろう
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　図面に示す構成要素は、別段の指定がない限り、ブロック図におけるディスクリート構
成要素として示され、「回路部」と呼ばれるが、これらの構成要素は、ソフトウェア命令
を実行するマイクロプロセッサとして実施することができる。ソフトウェア命令には、デ
ジタル信号処理（ＤＳＰ）命令が含まれ得る。別段の指定がない限り、信号線は、ディス
クリートアナログ信号線として、オーディオ信号の別個のストリームを処理する適切な信
号処理を有する単一のディスクリートデジタル信号線として、又はワイヤレス通信システ
ムの構成要素として実施することができる。信号線が単一のディスクリート信号線として
実施される場合、構成要素の入力端子及び出力端子の個数及び性質は、単一の入力端子及
び出力端子として実施することができる。別段の言及がない限り、オーディオ信号は、デ
ジタル形式で符号化することもできるし、アナログ形式で符号化することもできる。
【００３４】
　用語の表記を簡単にするために、「チャンネルｘ」は、「チャンネルｘに対応するオー
ディオ信号」の代わりに使用される場合がある。たとえば、「チャンネルＬｉｎは、高域
通過フィルタリングされる」は、チャンネルＬｉｎに対応するオーディオ信号が高域通過
フィルタリングされることを意味する。
【００３５】
　一般に、本明細書は、方向性（指向性）チャンネルのスペクトル帯域を結合して複数の
低音ストリームを形成するように構成されるオーディオシステムを説明する。これらの複
数の低音ストリームのそれぞれは、２つ以上の入力チャンネルのスペクトル帯域の線形結
合とすることができる。
【００３６】
　オーディオスペクトルは、周波数帯域に分割される。低音周波数帯域は、低周波数帯域
及び極低周波数帯域の２つの周波数帯域に分割される。すべての指向性チャンネル、及び
、低音効果（low frequency effects）チャンネルからの極低周波数帯域は、存在する場
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合には、結合されて、単一のモノラル極低周波数帯域オーディオ信号ストリームが提供さ
れる。指向性チャンネルのサブセットを結合したものからの低周波数帯域は、結合されて
、低音域オーディオ信号ストリームが提供される。低音域オーディオ信号ストリームは、
高周波数音響エネルギーよりも特定性の低い（less specific）エリアを源とするように
意図され、且つ、極低周波数低音音響エネルギーよりも特定性の高い（more specific）
エリアを源とするように意図された低音音響エネルギーを表す指向性入力チャンネルのサ
ブセットの結合である。
【００３７】
　従来のオーディオシステムは、通常、指向性チャンネルの低音スペクトル部を結合して
、単一のモノラル低音信号（低音効果チャンネルが存在する場合、このチャンネルと結合
される場合もある）を提供し、且つ、入力チャンネルに対応するディスクリートな高周波
数指向性出力チャンネルを提供するように構成されるか、又は、指向性入力チャンネルに
対応するフルレンジ出力チャンネルを提供するように構成される。
【００３８】
　本明細書によるオーディオシステムは、従来のオーディオシステムを上回る利点を有す
る。極低周波数オーディオ信号ストリームは、その信号によってオーバーロード（過負荷
）になるいかなるラウドスピーカにもルーティングされないが、その極低周波数オーディ
オ信号ストリームを再生できるシステムのラウドスピーカにはルーティングすることがで
きる。極低周波数スペクトル部は、そのスペクトル部にとって、方向性を維持する利点は
ほとんどないが、極低周波数を放射するのに特に適した単一のラウドスピーカによって放
射することができる。これによって、完全なシステムのヘッドルームが最大にされ、ラウ
ドスピーカの能力の選択における大きな柔軟性が可能になる。指向性チャンネルの高周波
数スペクトル部は、好都合な場所に配置された小さなラウドスピーカによって放射するこ
とができる一方、低周波数スペクトル部は、或る方向性を維持するラウドスピーカによっ
て放射することができる。
【００３９】
　次に、図面、より詳細には図１を参照すると、オーディオシステムのブロック図が示さ
れている。ｎチャンネルオーディオ信号ソース（源）２が、信号線６によってソース信号
処理回路部４に通信結合されている。ソース信号処理回路部４は、信号線１０によってル
ーティング／ミキシング／スケーリング回路部８に通信結合されている。ルーティング／
ミキシング／スケーリング回路部８は、信号線１４によって再生システム１２の構成要素
に結合されている。
【００４０】
　ｎチャンネルオーディオ信号ソース２は、ＣＤプレイヤ若しくはＤＶＤプレイヤ又はラ
ジオチューナ等、オーディオ信号の従来のソースとすることができる。以下の例では、５
．１（すなわち、ｎ＝５．１である。ここで、「．１」は、限られた帯域幅の低音効果チ
ャンネルを指す）チャンネルソースを使用する。オーディオ信号ソースは、６つ以上の指
向性チャンネルを有することができ（すなわち、ｎ＝６．１、７．１、…）、低音効果チ
ャンネルを有しない場合がある（すなわち、ｎ＝５、６、７、…）。５チャンネルシステ
ム又は５．１チャンネルシステムの５つの指向性チャンネルは、通常、左チャンネル、右
チャンネル、中央チャンネル、左サラウンドチャンネル、及び右サラウンドチャンネルを
含む。以下では、左チャンネル、右チャンネル、及び中央チャンネルを「前方」チャンネ
ルと呼ぶ場合がある一方、右サラウンドチャンネル及び左サラウンドチャンネルを「後方
」チャンネルと呼ぶ場合がある。６つ以上のチャンネルを有するシステムでは、通常の聴
取ロケーションに対して前方半球のソースを表すように意図されたチャンネルは、「前方
」チャンネルとみなすことができ、通常の聴取位置（ロケーション）に対して後方半球の
ソースを表すように意図されたチャンネルは、「後方」位置とみなすことができる。通常
の聴取位置の直接左のチャンネル又は直接右のチャンネルを表すように意図されたチャン
ネルは、前方チャンネル、後方チャンネル、前方チャンネル及び後方チャンネルの双方の
いずれかとみなすこともできるし、前方チャンネルでもなく後方チャンネルでもないもの
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とみなすこともできる。通常の聴取ロケーションに対して左半球のソースを表すように意
図されたチャンネルは、「左半球」チャンネルとみなすことができ、通常の聴取位置に対
して右半球のソースを表すように意図されたチャンネルは、「右半球」チャンネルとみな
すことができる。中央チャンネル又は中央サラウンドチャンネルは、左半球チャンネル又
は右半球チャンネルとみなすこともできるし、双方の半球とみなすこともできるし、いず
れの半球でもないとみなすこともできる。
【００４１】
　ソース信号処理回路部４は、オーディオ信号ソースからのｎチャンネルを入力信号とし
て受け取り、それらの信号を処理し、そして、再生システム１２に適した方向性及びスペ
クトル内容を有するオーディオ信号のストリームを出力として提供する。このオーディオ
信号のストリームには、低音周波数レンジのオーディオ信号の複数のストリームが含まれ
る。低音オーディオ信号ストリームの個数及び性質は、低音音響エネルギーを放射するス
ピーカの個数、能力、及びロケーションに依存する。ソース信号処理回路部４は、図２Ａ
及び図２Ｂの解説でより詳細に説明することにする。ルーティング／ミキシング／スケー
リング回路部８は、ソース信号処理回路部４からのオーディオ信号の複数のストリームを
入力として受け取り、再生システム１２のそれぞれの構成要素に適したオーディオ信号の
ストリームを出力する。ルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、以下でよ
り詳細に解説することにする。再生システム１２は、電気音響変換器、増幅器、イコライ
ザ、コンプレッサ、クリッパ、及び、オーディオ信号の音響エネルギーへの変換に一般に
関連する同様の構成要素を含む。電気音響変換器の組み合わせの例は、以下の図４Ａ～図
４Ｅ及び図５の解説で説明することにする。
【００４２】
　図２Ａは、ソース信号処理回路部４の一実施態様をより詳細に示している。ソース信号
処理回路部は、オーディオ信号ソース２のｎチャンネル（それぞれ、Ｌｉｎ、Ｒｉｎ、Ｃ
ｉｎ、ＬＳｉｎ、ＲＳｉｎ、及びＬＦＥｉｎのラベルが付けられている）に対応する６つ
の入力端子１６Ｌ、１６Ｒ、１６Ｃ、１６ＬＳ、１６ＲＳ、及び１６ＬＦＥを有する。
【００４３】
　チャンネルＬｉｎは、高域通過フィルタ１８－１によって高域通過フィルタリングされ
、出力端子２０－１において出力オーディオストリームＬｏｕｔを提供する。チャンネル
Ｒｉｎは、高域通過フィルタ１８－２によって高域通過フィルタリングされ、出力端子２
０－２において出力オーディオストリームＲｏｕｔを提供する。チャンネルＣｉｎは、高
域通過フィルタ１８－３によって高域通過フィルタリングされ、出力端子２０－３におい
て出力オーディオストリームＣｏｕｔを提供する。チャンネルＬＳｉｎは、高域通過フィ
ルタ１８－４によって高域通過フィルタリングされ、出力端子２０－４において出力オー
ディオストリームＬＳｏｕｔを提供する。チャンネルＲＳｉｎは、高域通過フィルタ１８
－５によって高域通過フィルタリングされ、出力端子２０－５において出力オーディオス
トリームＲＳｏｕｔを提供する。チャンネルＬＦＥｉｎは、加算器２２－１においてチャ
ンネルＲＳｉｎと結合され、加算器２２－２においてチャンネルＬＳｉｎと結合され、そ
して、帯域通過フィルタ２４－１において帯域通過フィルタリングされ、出力端子２０－
６において出力後方低音オーディオストリームＲＢａｓｓを提供する。チャンネルＣｉｎ
は、加算器２２－３においてチャンネルＲｉｎと結合され、加算器２２－４においてチャ
ンネルＬｉｎと結合され、そして、帯域通過フィルタ２４－２において帯域通過フィルタ
リングされ、出力端子２０－８において出力前方低音オーディオストリームＦＢａｓｓを
提供する。明確にするために、加算器２２－１及び２２－２は、一対の加算器として示さ
れ、加算器２２－３及び２２－４は、一対の加算器として示されている。これらの一対の
加算器のそれぞれは、複数の入力端子を有する単一の加算器として実施することもできる
。加算器２２－２及び２２－４からの出力信号は、加算器２２－５において結合され、低
域通過フィルタ２６において低域通過フィルタリングされて、出力端子２０－７において
全低域オーディオストリームＡＢａｓｓを提供する。加算器２２－１～２２－５は、２０
００年１２月１２日に出願された「Phase Shifting Audio Signal Combining」と題する
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米国特許出願第０９／７３５１２３号に記載されている低音信号結合技法を組み込むこと
ができる。加算器並びに低域通過フィルタ、高域通過フィルタ、及び帯域通過フィルタの
他の多くの組み合わせを使用して、信号の異なる組み合わせを含むオーディオ信号ストリ
ームを生成することができる。たとえば、ＲＢａｓｓ信号は、帯域通過されたＬＳｉｎ及
びＲＳｉｎを含むことができる（ただし、ＬＦＥｉｎを含まない）。入力信号の具体的な
組み合わせ及び適用されるフィルタは、再生システム１２の構成要素の個数、ロケーショ
ン、周波数レンジ能力に依存し、以下で解説することにする。
【００４４】
　図２Ｂは、ソース信号処理回路部４の別の実施態様を示している。図２Ｂの実施態様で
は、指向性入力チャンネルＬｉｎ、Ｒｉｎ、Ｃｉｎ、ＬＳｉｎ、及びＲＳｉｎは、高域通
過フィルタ１８ＨＰ－１～１８ＨＰ－５によってそれぞれフィルタリングされて、それぞ
れ出力端子２０－１～２０－５において出力オーディオストリームＬｏｕｔ、Ｒｏｕｔ、
Ｃｏｕｔ、ＬＳｏｕｔ、及びＲＳｏｕｔを提供する。これらの指向性チャンネルは、帯域
通過フィルタ１８ＢＰ－１～１８ＢＰ－５によってもそれぞれフィルタリングされ、低域
通過フィルタ１８ＬＰ－１～１８ＬＰ－５によってもそれぞれフィルタリングされる。帯
域通過されたＬ信号、ＬＳ信号、及びＣ信号は、加算器２２－９において結合されて、出
力端子２０－９において左低音出力オーディオストリームＬｔＢａｓｓを提供する。帯域
通過されたＲ信号、ＲＳ信号、及びＣ信号は、加算器２２－７において結合されて、出力
端子２０－１０において出力オーディオストリームＲｔＢａｓｓを提供する。低域通過さ
れたＬ信号、Ｒ信号、Ｃ信号、ＬＳ信号、ＲＳ信号、及びＬＦＥ信号は、加算器２２－８
において結合されて、出力端子２０－７においてＡＢａｓｓオーディオ信号ストリームを
提供する。加算器２２－８は、図示するように複数の加算器とすることもできるし、複数
の入力端子を有する１つ又は２つ以上の加算器を含むこともできる。図２Ｂの実施態様は
、複数の低音ストリームが、前方チャンネル及び後方チャンネルの結合である必要はなく
、左チャンネル及び右チャンネルの結合であってもよいことを示している。また、図２Ａ
及び図２Ｂの実施態様は、フィルタリングを結合前に行うこともできるし、結合後に行う
こともできることを示している。
【００４５】
　図２Ａ及び図２Ｂの実施態様は、より複雑な配置で結合することができる。たとえば、
７．１チャンネルシステム又は８．１チャンネルシステムの入力チャンネルは、フィルタ
リング及び結合されて、左前方低音オーディオ信号ストリーム、右前方低音オーディオ信
号ストリーム、左後方低音オーディオ信号ストリーム、及び右後方低音オーディオ信号ス
トリームを提供することができる。図２Ａと同様に、どの複数の加算器も、複数の入力端
子を有する単一の加算器によって実施することができる。
【００４６】
　図３は、図２Ａ及び図２Ｂのフィルタのクロスオーバ特性を示している。曲線２８は、
図２Ａの低域通過フィルタ２６の周波数応答又は図２Ｂの１８ＬＰ－１～１８ＬＰ－５の
うちの１つ若しくは２つ以上の周波数応答を表すことができる。曲線３０－１は、図２Ａ
の帯域通過フィルタ２４－２の周波数応答又は図２Ｂの１８ＢＰ－１～１８ＢＰ－５のう
ちの１つ若しくは２つ以上の周波数応答を表すことができる。曲線３０－２は、図２Ａの
帯域通過フィルタ２４－１の周波数応答又は図２Ｂの帯域通過フィルタ１８Ｌ－１～１８
ＬＰ－５のうちの１つ若しくは２つ以上の周波数応答を表すことができる。曲線３２－１
は、図２Ａの高域通過フィルタ１８－１、１８－２、及び１８－３の周波数応答、又は、
図２Ｂの高域通過フィルタ１８ＨＰ－１～１８ＨＰ－５の一部若しくは全部の周波数応答
を表すことができる。曲線３２－２は、図２Ａの高域通過フィルタ１８－４及び１８－５
の周波数応答、又は、図２Ｂの高域通過フィルタ１８ＨＰ－１～１８ＨＰ－５の一部若し
くは全部の周波数応答を表すことができる。通常、低域通過フィルタ２６と帯域通過フィ
ルタ２４－１との間のクロスオーバ周波数ｌｆは、低域通過フィルタ２６と帯域通過フィ
ルタ２４－２との間のクロスオーバ周波数ｌｆと同じである。帯域通過フィルタ２４－１
と高域通過フィルタ１８－１、１８－２、及び１８－３との間のクロスオーバ周波数ｈｆ
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１は、帯域通過フィルタ２４－２と高域通過フィルタ１８－４及び１８－５との間のクロ
スオーバ周波数ｈｆ２と同じ場合もあるし、異なる場合もある。いくつかの実施態様では
、高域通過フィルタ１８－４の周波数応答は、高域通過フィルタ１８－５の周波数応答と
異なる場合があり、その結果、高域通過フィルタ１８－４及び１８－５と帯域通過フィル
タ２４－１との間のクロスオーバ周波数は異なる。同様に、高域通過フィルタ１８－１の
周波数応答、高域通過フィルタ１８－２の周波数応答、及び高域通過フィルタ１８－３の
周波数応答も異なる場合があり、その結果、帯域通過フィルタ２４－２と高域通過フィル
タ１８－１、１８－２、及び１８－３との間のクロスオーバ周波数は異なる。一実施態様
では、クロスオーバ周波数ｌｆは８０Ｈｚであり、クロスオーバ周波数ｈｆ１及びｈｆ２
は３００Ｈｚ未満であり、たとえば２００Ｈｚである。本明細書では、ｌｆ未満の周波数
を「極低周波数」と呼ぶ場合があり、ｌｆよりも大きいがｈｆ１及びｈｆ２未満の周波数
を「低周波数」と呼ぶ場合がある。
【００４７】
　他の実施態様では、低域通過フィルタ２６は、低周波数雑音信号をフィルタリングする
ように設定された低周波数ブレークポイント（折点）を有する帯域通過フィルタとするこ
とができ、同様に、高域通過フィルタ１８－１～１８－５のうちの１つ又は２つ以上も、
高周波数雑音をフィルタリングする帯域通過フィルタとすることができる。これらのフィ
ルタのいずれも、たとえば、音響ドライバと、適切な周波数で音響ロールオフ（acoustic
 roll off）を引き起こすように設計されたラウドスピーカ筐体とを有するラウドスピー
カへ出力信号ストリームを放射することにより、音響フィルタとして実施することができ
る。また、フィルタリングは、能動素子又は受動素子のいずれかで電気的に行うこともで
きる。
【００４８】
　図２Ａの出力端子２０－１～２０－７及び図２Ｂの出力端子２０－１～２０－１０は、
ルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８によってミキシング及びルーティング
され、音響信号のストリームとして再生システム１２へ出力される。
【００４９】
　図４Ａを参照すると、図１の１つの例示的な再生システム１２が示されている。増幅器
、イコライザ、コンプレッサ、クリッパ等のラウドスピーカ以外の構成要素は、この図に
は示されていない。再生システムは、目的の聴取位置において、聴取者３６の左前方、右
前方、及び中央前方にそれぞれ配置されたフルレンジラウドスピーカ３４Ｌ、３４Ｒ、３
４Ｃを含む。また、再生システムは、聴取者３６の左後方及び右後方にそれぞれ配置され
たフルレンジラウドスピーカ３４ＬＳ及び３４ＲＳも含む。さらに、再生システムは、こ
の例では聴取者３６の後方である好都合なロケーションに配置されたサブウーファ３８も
含む。サブウーファ３８のロケーションは、他のラウドスピーカのロケーションほど重要
ではない。図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、オーディオ信号
ストリームＦＢａｓｓ及びＬｏｕｔ並びに任意選択的にオーディオ信号ストリームＡＢａ
ｓｓをラウドスピーカ３４Ｌへ送信し、オーディオ信号ストリームＦＢａｓｓ及びＣｏｕ
ｔ並びに任意選択的にオーディオ信号ストリームＡＢａｓｓをラウドスピーカ３４Ｃへ送
信し、オーディオ信号ストリームＦＢａｓｓ及びＲｏｕｔ並びに任意選択的にオーディオ
ストリームＡＢａｓｓをラウドスピーカ３４Ｒへ送信し、オーディオ信号ストリームＲＢ
ａｓｓ及びＬＳｏｕｔ並びに任意選択的にオーディオストリームＡＢａｓｓをラウドスピ
ーカ３４ＬＳへ送信し、オーディオ信号ストリームＲＢａｓｓ及びＲＳｏｕｔ並びに任意
選択的にオーディオストリームＡＢａｓｓをラウドスピーカ３４ＲＳへ送信し、且つ、オ
ーディオストリームＡＢａｓｓ、並びに、任意選択的に、サブウーファのロケーション及
び他の基準に応じてオーディオストリームＲＢａｓｓ若しくはオーディオストリームＦＢ
ａｓｓ又は双方をサブウーファ３８へ送信するように構成されている。ラウドスピーカ３
４Ｌ～３４ＲＳ及びサブウーファ３８は、オーディオ信号ストリームを、そのオーディオ
信号ストリームに対応する音響エネルギーに変換する。オーディオストリームＡＢａｓｓ
が、６つのすべてのラウドスピーカによって放射される場合、聴取者３６のロケーション
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における周波数応答は、ＡＢａｓｓオーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギー
を、他のオーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーよりも多く含むことができ
る。図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８が、ラウドスピーカに送信
されたＡＢａｓｓオーディオストリームの振幅を減衰して（すなわち、倍率＜１によって
スケーリングする）、ＡＢａｓｓオーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーの
、他のオーディオ信号ストリームに対応する音響エネルギーとの適切なバランスを得るこ
とが望ましい場合がある。
【００５０】
　図４Ｂを参照すると、図１の別の例示的な再生システム１２が示されている。この再生
システムは、制限されたレンジのラウドスピーカ（ツィータ、ツイドラー（twiddler）、
若しくはミッドレンジラウドスピーカ、又はそれらの組み合わせ等）４０Ｌ、４０Ｃ、及
び４０Ｒを含み、ラウドスピーカ４０Ｌ、４０Ｃ、及び４０Ｒは、意図された聴取位置に
おける聴取者３６の左前方、中央前方、及び右前方にそれぞれ配置され、また、再生シス
テムは、制限されたレンジのラウドスピーカ４０ＬＳ、４０ＲＳを含み、ラウドスピーカ
４０ＬＳ、４０ＲＳは、聴取者３６の左後方及び右後方にそれぞれ配置されている。これ
らのラウドスピーカは、適切なクロスオーバ回路部（図示せず）を有する、異なる周波数
レンジで動作する２つ以上の音響ドライバ（たとえば、ミッドレンジ音響ドライバ及びツ
ィータ）を有することができる。加えて、前方サブウーファ４２Ｆは、聴取者３６の前方
の好都合なロケーションに配置され、後方サブウーファ４２Ｒは、聴取者３６の後方の好
都合なロケーションに配置される。サブウーファも、２つ以上の音響ドライバを有するこ
とができる。図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、ラウドスピー
カ４０Ｌへ音響ストリームＬｏｕｔを送信し、ラウドスピーカ４０Ｃへ音響ストリームＣ
ｏｕｔを送信し、ラウドスピーカ４０ＲへＲｏｕｔを送信し、ラウドスピーカ４０ＬＳへ
音響ストリームＬＳｏｕｔを送信し、且つ、ラウドスピーカ４０ＲＳへ音響ストリームＲ
Ｓｏｕｔを送信するように構成されている。加えて、図１のルーティング／ミキシング／
スケーリング回路部８は、後方サブウーファ４２Ｒへオーディオ信号ストリームＲＢａｓ
ｓを送信し、且つ、前方サブウーファ４２Ｆへオーディオ信号ストリームＦＢａｓｓを送
信するように構成されている。また、図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回
路部８は、前方サブウーファ４２Ｆ及び後方サブウーファ４２Ｒの一方又は双方へ信号ス
トリームＡＢａｓｓを送信するようにも構成されている。図４Ａの例と同様に、図１のル
ーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、オーディオ信号ストリームをスケー
リングして、いくつかのオーディオストリームに対応する音響エネルギーの適切なバラン
スを得るように構成することができる。
【００５１】
　他の再生システムは、図４Ａ及び図４Ｂのシステムの実施態様の態様を組み合わせるこ
とによって構築することができる。たとえば、図４Ｃの再生システムは、図４Ａのフルレ
ンジラウドスピーカ３４Ｃが、制限されたレンジのラウドスピーカ４０Ｃに取り替えられ
ていることを除いて、図４Ａの再生システムと同様である。図１のルーティング／ミキシ
ング／スケーリング回路部８は、制限されたレンジのラウドスピーカ４０Ｃへオーディオ
信号ストリームＣｏｕｔを送信するように構成されている。これまでの図のシステムと同
様に、図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、オーディオ信号スト
リームをスケーリングして、いくつかのオーディオストリームに対応する音響エネルギー
の適切なバランスを得るように構成することができる。
【００５２】
　図４Ｄは、図２Ｂの回路部と共に使用されるように設計された別の例示的な再生システ
ム１２を示している。図１のルーティング／ミキシング／スケーリング回路部８は、制限
されたレンジのラウドスピーカ３４Ｌへオーディオ信号ストリームＬｏｕｔを送信し、制
限されたレンジのラウドスピーカ４０Ｃへオーディオ信号ストリームＣｏｕｔを送信し、
制限されたレンジのラウドスピーカ３４Ｒへオーディオ信号ストリームＲｏｕｔを送信し
、制限されたレンジのラウドスピーカ３４ＬＳへオーディオ信号ストリームＬＳｏｕｔを
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送信し、制限されたレンジのラウドスピーカ３４ＲＳへオーディオ信号ストリームＲＳｏ
ｕｔを送信し、左サブウーファ３８Ｌへオーディオ信号ストリームＡＢａｓｓ及びＬｔＢ
ａｓｓを送信し、且つ、右サブウーファ３８Ｒへオーディオ信号ストリームＡＢａｓｓ及
びＲｔＢａｓｓを送信するように構成されている。
【００５３】
　図４Ｅは、さらに別の例示的な再生システム１２を示している。図４Ｅでは、チャンネ
ルＬｏｕｔ、Ｒｏｕｔ、Ｃｏｕｔ、ＬＳｏｕｔ、及びＲＳｏｕｔは、制限されたレンジの
ラウドスピーカ３４Ｌ、３４Ｒ、４０Ｃ、３４ＬＳ、及び３４ＲＳへそれぞれ送信される
。Ｌ入力チャンネル、Ｃ入力チャンネル、及びＲ入力チャンネルの低周波数は、結合され
て、前方低音オーディオ信号ストリームＦＢａｓｓを提供するようにされている。この前
方低音オーディオ信号ストリームＦＢａｓｓは、前方低音ラウドスピーカ３７Ｆへ送信さ
れる。Ｃ入力チャンネル、Ｌ入力チャンネル、及びＬＳ入力チャンネルの低周波数は、結
合されて、左低音オーディオ信号ストリームＬｔＢａｓｓを提供するようにされている。
この左低音オーディオ信号ストリームＬｔＢａｓｓは、左低音ラウドスピーカ３７Ｌへ送
信される。ＬＳ入力チャンネル及びＲＳ入力チャンネルの低周波数は、結合されて、後方
低音オーディオ信号ストリームＲＢａｓｓを提供するようにされている。この後方低音オ
ーディオ信号ストリームＲＢａｓｓは、後方低音ラウドスピーカ３７Ｒへ送信される。Ｃ
チャンネル、Ｒチャンネル、及びＲＳチャンネルの低周波数は、結合されて、右低音オー
ディオ信号ストリームＲｔＢａｓｓを提供するようにされている。この右低音オーディオ
信号ストリームＲｔＢａｓｓは、右低音ラウドスピーカ３７Ｒｔへ送信される。入力チャ
ンネルの極低周波数は、結合されて、オーディオ信号ストリームＡＢａｓｓを提供するよ
うにされている。このオーディオ信号ストリームＡＢａｓｓは、サブウーファ３８へ送信
される。図４Ｅの実施態様は、任意の２つ以上の隣接するチャンネルを結合して低「ゾー
ン（zone）」を形成できること、チャンネルを２つ以上のゾーンに含めることができるこ
と、すなわち、換言すれば、ゾーンはオーバーラップできること、及び低音オーディオ信
号ストリームは専用ラウドスピーカによって放射できることを示している。
【００５４】
　図４Ａ～図４Ｅの実施態様の態様を結合して、他の多くの構成を形成することができる
。サブウーファがある場合、信号ＡＢａｓｓは、そのサブウーファへ送信される。ＡＢａ
ｓｓオーディオストリームのみがサブウーファ３８へ送信される図４Ａ～図４Ｅの実施態
様又は変形のいずれにおいても、サブウーファ３８等のサブウーファの配置は任意である
。サブウーファ（複数可）の配置に応じて、追加された適切な低音信号をサブウーファへ
送信することができる。たとえば、図４Ｄでは、サブウーファ３８Ｌ及び３８Ｒが聴取者
のそれぞれ左及び右に配置され、左低周波数信号ＬｔＢａｓｓは、左サブウーファ３８Ｌ
へ送信され、右低周波数信号ＲｔＢａｓｓは、右サブウーファ３８Ｒへ送信される。
【００５５】
　次に図５を参照すると、車両の乗員室用に設計された図１の再生システム１２が示され
ている。本発明によるオーディオシステムは、設置できるラウドスピーカのタイプに対す
る制限及びラウドスピーカを設置できる場所の制限のために、車両の室内に特に好都合で
ある。図５の再生システムでは、中央前方ラウドスピーカ４４ＦＣは、計器パネルの横方
向中央近くに配置された制限されたレンジのスピーカである。左前方ラウドスピーカ４６
ＦＬ及び右前方ラウドスピーカ４６ＦＲは、それぞれ左フロントドア及び右フロントドア
に設置されたフルレンジラウドスピーカである。左中間ラウドスピーカ４６ＩＬ及び右中
間ラウドスピーカ４６ＩＲは、前部座席の乗員ロケーションの後方と後部座席の乗員ロケ
ーションの前方との中間ロケーションにおいて、それぞれ左リアドア及び右リアドアに設
置されたフルレンジラウドスピーカである。左後部ラウドスピーカ４６ＢＬ及び右後部ラ
ウドスピーカ４６ＢＲは、車両の後部において、荷物棚のそれぞれ左及び右に設置された
フルレンジラウドスピーカである。ウーファ４８は、荷物棚内又は座席のうちの１つの下
部等の好都合なロケーションに設置される。他の車両構成では、他のロケーションにラウ
ドスピーカが存在する場合もあり、また、シート列が追加されている場合もある。
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【００５６】
　図６は、図５の再生システムと共に使用されるように設計されたルーティング／ミキシ
ング／スケーリング回路部を示している。ルーティング／ミキシング／スケーリング回路
部は、図７に示すように、オーディオ信号ストリームを図５の再生システムのラウドスピ
ーカへ送信するように構成されている。
【００５７】
　本発明によるラウドスピーカシステムは、より良い前方／後方分離を提供し、且つ、低
音エネルギーの向上されたバランスを提供し、特に車両オーディオシステムにおいて、広
範囲の、ラウドスピーカの周波数レンジ及び配置を可能にするので、従来のラウドスピー
カシステムを上回る有利な点を有する。
【００５８】
　当業者は、今や、本発明の概念から逸脱することなく、本明細書に開示した特定の装置
及び技法を種々利用でき、且つ、当該装置及び当該技法を発展させることができることは
明らかである。その結果、本発明は、本明細書に開示したあらゆる新規な特徴及び特徴の
新規な組み合わせを包含するものと解釈すべきであり、特許請求の範囲の趣旨及び範囲に
よってのみ限定されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】マルチチャンネルオーディオシステムのブロック図である。
【図２Ａ】構成要素のうちの１つをより詳細に示す、図１のマルチチャンネルオーディオ
システムの一部のブロック図である。
【図２Ｂ】構成要素のうちの１つをより詳細に示す、図１のマルチチャンネルオーディオ
システムの一部のブロック図である。
【図３】図１、図２Ａ、及び図２Ｂの構成要素のうちのいくつかの周波数応答を示す曲線
を示す図である。
【図４Ａ】オーディオシステムの代替的な実施態様の図式図である。
【図４Ｂ】オーディオシステムの代替的な実施態様の図式図である。
【図４Ｃ】オーディオシステムの代替的な実施態様の図式図である。
【図４Ｄ】オーディオシステムの代替的な実施態様の図式図である。
【図４Ｅ】オーディオシステムの代替的な実施態様の図式図である。
【図５】車両の乗員室に実施されたオーディオシステムの図式図である。
【図６】構成要素のうちの１つをより詳細に示す、図１のオーディオシステムのブロック
図である。
【図７】オーディオシステムの一実施態様におけるそれぞれのラウドスピーカへ送信され
るオーディオ信号ストリームの内容を示す図表である。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図３】

【図４Ａ】
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】

【図４Ｄ】 【図４Ｅ】
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【図５】 【図６】

【図７】
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